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ＴＴＫパートナース　関東学生ヨットレガッタ 第５日目
帆走指示書
大会名称　：TTKパートナース関東学生ヨットレガッタ
開催時期　：9月22日（火）
主催　　　　：立教大学体育会ヨット部

場所　　　　：神奈川県三浦郡葉山町森戸海岸沖
１．適用規則
本レガッタには、「2009～2012国際セーリング規則」（以下、ＲＲＳと記す。また、付則Pを含み、付則B、C、D、Eを含まない）を適用する。また、「日本セーリング連盟規定」及び、2009～2012「SCIRA規則（公認レガッタの運営規則を除く）」及び、現行の「国際470級クラス規則」、現行の「スナイプ級国際規則」「本大会レース公示」「本大会帆走指示書」を適用する。
２．帆走指示書の変更

帆走指示書の変更は、最初のレースのスタート６０分前までに公式掲示板に掲載される。

３．参加資格

　加盟大学に学籍があり、入学してから４年以内の者とする。また、参加者は、スタートする前までに別紙『確認書』の内容を確認し、自署の上、大会主催者まで提出するものとする。
４．クラス旗

　クラス旗は、４７０級には４７０旗、スナイプ級にはＦ旗を用いる。

５．コース

　５－１　コースは各クラスとも（Ｓ－１－２－３－１－３－Ｆ）とする。
　５－２　スタートラインから第1マークまでの距離は、その時のコンディションにより、レー

委員会の裁量により決定される。
　５－３　マーク1･2･3黄色の円柱形を使用する。フィニッシュマークは黄色のマーク（立教

練習用）を使用する。
６．スタート
　６－１　スタート方法については、ＲＲＳ２６の方式に従ってスタートし、各クラスは、４

７０級、スナイプ級の順に５分間隔で順次スタートする。

　６－２　スタートラインはスターボード側の端となる本部船のオレンジ旗を掲げたポールとポールの端となる３マークとする。

　６－３　スタート信号後４分を経過した後は、該当するクラスの艇はスタートしてはならない。この制限以内にスタート出来なかった艇は「ＤＮＳ」として記録される。

　６－４　各クラスともに最初のスタートがゼネラルリコールとなった場合は、２回目のスタートは黒色旗を掲揚し、ＲＲＳ３０．３の「黒色旗規則」を適用する。
７．リコール
　７－１　リコールがあった場合には、音響信号１声を発し、Ｘ旗を掲揚する。

　７－２　ゼネラルリコール信号が発声された時の新しい準備信号は、音響１声と共に第１代表旗が降下した１分後に発せられる。

　７－３　ゼネラルリコール信号が発せられた時は、これに続くクラスのスタートは、順次繰り下げられる。

８．スタート後のコースの短縮及び中止

　スタート後のコース短縮または中止の場合は、ＲＲＳ３２により信号が発せられる。この場

のフィニッシュラインは、その回航マークと運営艇の青色旗を掲げたポールの間とする。

９．コースの変更
　コースの変更は行わない。
１０．フィニッシュ
　フィニッシュラインは、本部船の青色旗を掲げたポールと風下端となるフィニッシュマークとの間とする。

１１．タイムリミット

　タイムリミットは、先頭艇フィニッシュの１５分後、又はスタート信号後９０分のいずれか遅い方とする。タイムリミットの艇は「ＤＮＦ」と記録される。

１２．失格に変わるペナルティ
　ＲＲＳ４４．１を履行することによってペナルティを履行したことになる。

１３．抗議

　抗議は受け付けない。但し、明らかに違反をした艇は、シーマンシップに則り、必ず自主的にペナルティを履行すること。

１４．エントリー及び着艇申告

　１４－１　出艇申告は当日の8時00分までにエントリーカードの配布を陸上本部で受け、当日のレース参加の場合は、9時30分～9時50分までの間に、本部船（WAVY HOT）のスターンをスターボードタックにて通過し、エントリーカードを提示し、海上エントリーを済ませること。（原則、当日開催の2レース分に対する海上エントリーとして一括受付を行う）第2レースのみの参加を行う場合には、スタート予定時間（14時00分）の10分前までに本部船（WAVY HOT）のスターンをスターボードタックにて通過し、上記同様の手続きを行うこと。
　１４－２　着艇申告は、帰着後速やかにエントリーカードを陸上本部へ返却し、安全にハーバー（森戸海岸）へ帰着したことを申告すること。尚、当日の第1レース（10時00分スタート予定）のみ参加し、第2レース（14時00分スタート予定）の参加を見送った場合においては、陸上本部にエントリーカードを返却した際に、その旨を伝えるものとする。
１５．安全規定
　１５－１　転覆その他の理由により帰着が遅れた場合には、その艇の関係者は、その旨を大会本部に速やかに申し出なければならない。

　１５－２　レースからリタイアした艇は、できるだけ速やかにレース委員会にその旨を申告し、レース海面を離れなければならない。

　１５－３　レース委員会は、艇が帆走不能もしくは危険な状態にあると判断した場合には、その艇にリタイアを命じることができる。

　１５－４　競技者は出艇から着艇まで、適切なライフジャケットを着用しなければならない。また、競技者が自ら救助を求める場合には、海上の運営艇および所属団体のレスキュー艇に対して、自らが意思表示を行い、迅速な救助活動を受けられるようにしなければならない。
  １５－５　競技者の所属する各団体のレスキュー艇は、競技者のレース中においての競技者の艇の救助活動を含むあらゆる海上救助活動を、自らの判断において、レースエリア内に進入する事を含み、随時できるものとする。

１６．責任の所在

　主催者及びレース委員会は、人員及び物件に対する全ての損害など一切の責任は負わない。

又、スタートするのかしないのか、あるいはレースを継続するかどうかを決める責任は参加各艇

にある。また、レース当日のスタート前及びスタート後の参加各艇の安全面については、参加

確定の自己責任とする。適用される全ての規則、主催者及びレース委員会が実施する検査・指示

などは参加各艇が負うべき全ての、且つ無制限の責任を制限もしくは軽減するものではない。
